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１０月の生産指数は食料品・たばこ工業、ゴム製品工業
などが低下したため、３か月ぶりに前月を下回りまし
た。 

鉱工業生産指数は、2015年の生産水準を100として、その変化を表しています。  

  
１１月の輸出額は、前年同月比8.1％と前年同月を上回りま
したが、輸入額は同▲2.7％と前年同月を下回りました。 

 
１１月の百貨店・スーパー販売額は、２６か月連続で前
年同月を上回りました。 

  
１１月の有効求人倍率は1.20倍で、前月を0.03ポイント下回
りましたが、新規求人倍率は、前月を上回りました。 

「仕事を探している人の数」に対する「企業の求人数」の割合が有効求人倍率です。 

１．００倍より大きいと、人手不足を表します。 

  

○ インターネットが国民生活や社会経済活動に浸透するとともに、サイバー攻撃の脅威も高まっており、セキュリティ対策は必須となっ

てきています。しかし、企業の中には、セキュリティ対策の導入や情報漏洩に対する危機感がまだ不十分なところがあります。 

○ サイバー攻撃を受けると、規模によっては億を超える被害が出る可能性があり（図表１）、その企業だけでなく、取引先や関連会社に

も被害が及ぶ恐れがあります。セキュリティ対策が不十分な理由として、日本では圧倒的にセキュリティ対策人材が不足していることに

加え（図表２）、コストやセキュリティ対策に対する意識の欠如も見て取れます（図表３）。 

○ セキュリティ対策については、投資額や専門人材数に関して、サイバーセキュリティを専門とするシンクタンクにおいて、望ましい水

準が示されており、そのような情報も踏まえた上で、事業者等のセキュリティに係る必要性の認識を深め、セキュリティレベルを向上さ

せていく必要があります。 

生産 持ち直しの動きに足踏みがみられる。 
輸出額は、前年同月を上回っている。 

輸入額は、前年同月を下回っている。 
貿易 

緩やかに回復している。 消費 雇用 雇用情勢は、改善している。 

ふくおかの経済 令和５年１２月号 

図表１ 2021年度１年間で発生したセキュリティ

インシデントに起因した被害額（n=253） 

今月のトピック サイバーセキュリティ向上の必要性 

出所：TrendMicro 2022年12月７日公表記事より作成 

図表２ セキュリティ対策人材の不足 

出所：NRI「NRI Secure 

Insight 2021」より作成 

図表３ セキュリティ対策を行わなかった理由 

出所：IPA「2021年度 中小企業に

おける情報セキュリティ対策に関す

る実態調査」の報告書より作成 

6.3%
7.1%

11.9%

7.9%

10.7%
10.3%

7.9%

37.9%

10億円以上

5億円以上～10億円未満

1億円以上～5億円未満

5000万円以上～1億円未満

1000万円以上～5000万円未満

1000万円未満

被害額の検討がつかない

被害はなかった

11.6%

12.9%

90.5%

豪州

米国

日本

充足している 不足している 分からない

0.2%

40.5%

8.2%

6.5%

20.7%

24.9%

22.0%

無回答

必要性を感じていない

その他

導入後の手間がかかる

費用対効果が見えない

コストがかかり過ぎる

どこからどう始めたら
よいかわからない

0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2019 2020 2021 2022 2023

（2015年=100) 鉱工業総合生産指数（福岡県）

2023年10月 97.6
前月比 ▲2.0％

３か月移動平均

福岡県「鉱工業指数」

0

200

400

600

800

1,000

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

（億円） 百貨店・スーパー販売額（福岡県）

2021年 2022年 2023年

経済産業省 「商業動態統計」

2023年11月(速報) 635億円

前年同月比 ＋8.5％

（百貨店 ＋10.1％）

（スーパー ＋7.2％）

3.1 3.1
3.2

3.1

2.8
2.9 2.9

3.0

2.6 2.6
2.5

2.9

2.0

2.2

2.4

2.6

2.8

3.0

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

0.80

1.00

1.20

1.40

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

20 2021 2022 2023

（倍） （％）完全失業率と有効求人倍率の推移

有効求人倍率（左軸） 完全失業率（右軸）

完全失業率：総務省「労働力調査」 四半期平均 ／ 有効求人倍率：福岡労働局「雇用情勢」

1.20

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

（億円）
輸出通関実績額

2021年 2022年 2023年

輸出

2023年11月（確報）

7,420億円

前年同月比＋8.1％

財務省「貿易統計」

輸出－輸入

（前年同月比）

９月 ＋3,825億円

（＋15.4％）

10月 ＋3,589億円

（＋37.9％）

11月 ＋3,800億円

（＋20.7％）

輸入

2023年11月（速報）

3,620億円

前年同月比▲2.7％


